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今年もよろしくお願いいたします
謹 賀新年

みなとまち新潟が誇る伝統文化「新潟古町芸妓」の皆様

令和６年

特集２　当所役員・議員等からの新春寄稿
特集３　“当たり年”　辰年の皆様からの年頭寄稿
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福田会頭 年頭所感
花角県知事、中原市長 新年のご挨拶
小林会頭 年頭所感
特集１　部会長・委員長 年頭所感



　明けましておめでとうございます。新春を迎え、
謹んでお喜び申し上げます。皆様におかれまして
は、お健やかに新年をお迎えのことと存じます。
　社会・経済活動は、既にコロナ禍以前の活発さ
をほぼ取り戻しました。一方、複合的な要因によ
り原材料費・エネルギー価格が高騰を続けている
ことに加え、円安傾向が続き悪いインフレが進行
しています。この状況がいつまで続くのか先行き
が不透明である中、地域の中小企業・小規模事業
者は、人手不足や賃上げへの対応を求められるな
ど、大変に厳しい経営環境におかれています。
　こうしたなか、政府は停滞から成長への転換を
確実なものとするための「新たな経済対策」をと
りまとめ、それらに基づく補正予算が昨年11月
末に成立したことから、これらが速やかに実行さ
れて効果が広がってくることを期待しております。
　当所では、各種補助事業の情報提供並びに申請
支援を進めるとともに、中小企業・小規模事業者
の生産性向上に向けた省力化対策としてのDXへ
の取組推進や販路拡大に向けた海外展開支援をは
じめ、自己変革力を高める経営力再構築伴走支援
に加え、事業承継や創業等の各種支援を推進して
まいります。
　今春には新潟駅直下のバスターミナルや商業施
設が完成し、新潟駅の機能がますます強化されま
す。当所としては、この機をとらえ、その集客効
果が周辺の「にいがた２km」及び中心市街地に
も波及していくよう、賑わい創出と回遊促進のた
めの事業を展開してまいります。
　また、今年の夏には「佐渡島の金山」の世界遺
産登録が極めて有力であるとみており、登録によ
る効果が、佐渡への玄関口である当市の交流人口
の拡大につながるよう関係機関との連携強化を図
ります。

　新潟空港においては、今年１月半ばにハルビン線
が再開することで、コロナ禍以前の既存国際路線の
全てが復活します。来年４月からの大阪・関西万博
を目的に来日するインバウンドの取り込みを意識す
ることはもとよりアウトバウンドも含めた旅行客の
増加に向けては、航空路線の維持や新規航空路の
開設は大切な要素であり、利用者数の増加に向けて
官民一体となって取り組んでまいります。その一翼
を担うトキエアが１月末に札幌丘珠空港へ就航を開
始します。今後、仙台、セントレア、神戸の各空港と、
さらには佐渡と首都圏とを結ぶ路線を順次開設する
予定です。当所としては、トキエアの路線拡大によ
る新潟の拠点性向上も期待しており、積極的な活用
を図るなど支援してまいりますので、皆様からも大
いにご利用いただきますようお願い申し上げます。
　観光振興面では、貴重な観光資源である古町芸
妓や料亭などの「みなとまち文化」の伝承、拡大
を目的とする事業を中心に、新潟の歴史や文化、
まちの魅力などを、SNS等を通じて様々なターゲッ
ト別に情報発信することで、来街者を増やして、
地域内における消費拡大を図ってまいります。
　結びに、「パワーアップ5000」会員増強運動は、
今年で20年目を迎えます。昨年末の会員数は約
4,800社となり、目標達成が目前となっておりま
す。目標の早期実現に向け、引き続き会員紹介運
動に皆様のご協力を賜りますよう、よろしくお願
い申し上げます。

福田会頭 年頭所感

会頭　福田　勝之

停滞から成長への転換を 
確実なものとする年に
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新潟県知事　花角　英世
　　令和６年の年頭に当た
り、謹んで新春のごあいさ
つを申し上げます。
　貴会議所におかれまして
は、日頃から中小・小規模

企業の皆様方の経営基盤の強化や地域経済の活性
化に御尽力いただいておりますことに、深く感謝
申し上げます。
　さて、昨年は、感染症の５類移行により社会経
済活動が大きく回復する一方で、物価高の長期化
により本県経済は依然として厳しい状況にあります。
　また、本県が魅力ある働く場、新しいことに挑
戦できる場、多くの方々が訪れる場として「選ば
れる」よう、最大限の取組を進めていかなければ
なりません。

　県といたしましては、ワーク・ライフ・バラン
スの実現など魅力ある職場づくりを進めるととも
に、スタートアップ支援やIT企業の誘致など、
挑戦する方々が生まれ、成長しやすい環境づくり
に取り組んでまいります。
　交流人口の拡大に向けては、新潟空港の国際線
が昨年来順次再開し、ハルビン線も今月の再開が
予定されるなど、海外誘客の拡大が見込まれてい
ます。また、新たな情報発信拠点「銀座・新潟情
報館 THE NIIGATA」が５月末にオープン予定
であり、新潟への人の動きを作り出す拠点となる
よう、準備を進めてまいります。
　本年は、「佐渡島の金山」の世界遺産登録への期
待、地域航空会社トキエアの就航、オイシックス新
潟のプロ野球２軍への参入など、明るい話題もたく
さんあり、こうした取組が新潟県の元気につながる
ことを願うとともに、県といたしましても、飛躍で
きる１年となるよう、全力で取り組んでまいります。
　結びに、皆様の益々のご発展とご健勝をお祈り
申し上げ、新年のごあいさつといたします。

花角新潟県知事、中原新潟市長 新年のご挨拶
（敬称略）

新春のごあいさつ

新潟市長　中原　八一

　謹んで新年のお慶びを
申し上げます。
　貴会議所におかれまし

ては、日頃より、商工業の振興をはじめ、市
政の運営にご支援とご協力をいただき、深く
感謝申し上げます。
　最近は、各地で観光客の動きが活発になっ
ているほか、飲食店も以前の賑わいを取り戻し
つつあります。また、都心軸「にいがた２km」
には、首都圏から新たな企業が多数進出して
いるなど、経済や人の動きが活発化していま
す。加えて、今年３月には新潟駅バスターミ
ナルが完成し、鉄道やバスの乗り換えの利便

性向上や、新潟駅周辺の新たな賑わいの創出
が期待されます。
　コロナ禍から経済回復に向かう一方で、深
刻な人手不足の状況が鮮明になりつつありま
す。金融機関や経済団体の皆様からも、人手
不足は大きな問題とお聞きしており、このよ
うな状況をしっかり見極め、適時適切な対策
に取り組んでいく必要があります。
　本市としましては、戦略的な企業立地・誘
致の推進や、移住・定住の促進、企業による
人材確保・育成やデジタル化の支援などの取
組を一層推し進め、人を呼び込み、人を育て、
人を活かすため、様々な対策に取り組んでま
いります。引き続き、貴会議所ならびに会員
の皆様からご支援お力添えを賜りますようお
願い申し上げます。
　結びに、貴会議所のますますのご発展と会
員の皆様のご健勝を祈念して、新年のあいさ
つといたします。

新年のごあいさつ
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　明けましておめでとうございます。

　2024年の新春を迎え、謹んでお慶び申し上

げます。

時代の転換を図るチャンスの年に
　さて、昨年の経済社会情勢は、内外ともに不

透明さと緊迫の度が増した１年でありました。

世界ではロシアによるウクライナ侵攻の長期化

に加え、中台間の緊張、イスラエルとパレスチ

ナ武装勢力間の衝突も深刻化するなど地政学リ

スクが増大する１年となり、国内ではアフター

コロナで緩やかに景気が回復するものの、１ド

ル=150円前後の歴史的水準に達した円安や41

年ぶりの上昇率を記録した消費者物価・エネル

ギー価格の高騰の影響、深刻さを増す人手不足

など、依然として厳しい状況にあります。本年

も、先行き不透明な状況が続くことは一定程度

覚悟しなければなりません。

　一方、コロナ禍を乗り越え、社会経済活動の

正常化が加速したことで、設備投資意欲が顕在

化し、約30年ぶりの高い賃上げが実現される

など、時代の転換が萌芽しています。今こそ、

デフレ経済からの完全脱却、成長と分配による

経済好循環を実現していく絶好のチャンスにし

なくてはなりません。

　政府におかれては、岸田内閣が掲げる「新し

い資本主義」の成長戦略を確実かつ速やかに実

行に移すことで、生産性向上に裏付けされたモ

デレートな物価上昇、構造的な賃金上昇を実現

し、持続的な成長型経済への転換を果たしてい

くべきであります。短期的利益に拘泥すること

なく、中長期の安定的経済発展のための「攻め

の経済」、すなわち成長基盤の強化に寄与する

政策に国家資源を集中し、官民一体となって、

グローバル競争を勝ち抜く足腰の強化を図るこ

とが重要だと考えます。昨年の総合経済対策で

は、中小企業のチャレンジを支援する方針が明

確に示され、エネルギー高騰や物価高対策に加

えて、潜在成長率の底上げに資する対策も多く

打ち出されました。あとは実行あるのみです。

「停滞」から「成長」へ
　当然のことながら、われわれ民間も政府に環

境整備を求めるだけでなく、「停滞」から「成長」

へとマインドを切り替えるとともに、時代の大

きな変化を的確に捉え、自己変革に挑戦してい

かなければなりません。創意工夫に知恵を絞り、

絶えざるイノベーションや事業の再生、再構築

日本商工会議所 会頭　小林　健

年頭所感
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にまい進し、人や設備への投資を活性化させる

ことが、経済全体としての新たな雇用の拡大、

賃金増、さらなる需要増といった好循環を産み

出すことにもつながります。また、原材料や光

熱費、労務費などの原価を吸収し、適正な利益

を確保するためには、「取引価格の適正化」が

不可欠であります。引き続き、「パートナーシッ

プ構築宣言」の実効性向上に向け、価格協議・

価格転嫁が商習慣として定着するよう、われわ

れとしても粘り強く取り組んでまいります。

125万会員のネットワーク力を生かす
　日商会頭に就任し、１年と２カ月が経過しま

した。この間、副会頭11商工会議所を訪問す

るとともに、各ブロックの総会や青年部、女性

会の全国大会にも参加し、地域の第一線で活動

されている会員事業者の皆さまと意見交換する

機会に恵まれ、多くの示唆を頂きました。この

場をお借りして、心から感謝申し上げます。ま

た、昨年６月に日韓商工会議所首脳会議を開催

し、10月には、４年ぶりとなる経済ミッショ

ンを率いてフィリピン・マレーシア・シンガポー

ルを訪問し、民間経済外交を本格的に再開して

います。「原点は対話である」が私の信条であり、

本年も可能な限り各地を訪問し、国内外の皆さ

まとの対話を重ねるとともに、経営指導員など

現場により近い方々の声も踏まえ、活動の軸で

ある「現場主義」「双方向主義」を実践してま

いる所存です。

　われわれ商工会議所の最大の強みは、全国

515商工会議所125万会員のネットワークであ

り、中小企業が直面する課題が複雑化する中、

このネットワーク力を最大限に生かした行動が

必要です。2025年には大阪・関西万博が控え

ており、地域の多様な主体の連携拠点として、

全国的な機運の醸成を図るとともに、ビッグイ

ベントを新たな成長につなげていく動きを強力

に後押ししてまいります。本年も「地域ととも

に、未来を創る」理念のもと、地域経済が再び

成長と分配の好循環や豊かさを実感できるよう、

515商工会議所の総力を結集してまいりたいと

存じます。皆さまの一層のご支援とご協力を心

からお願い申し上げます。
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新年おめでとうございます。
昨年は経済活動の正常化が進んだ一方

で、10月にインボイス制度が開始された影響や、原材
料やエネルギー価格の高騰、賃上げ対応などで、依然
として厳しい経営を強いられている状況と存じます。

本年は、混迷する世界情勢が安定化することを望む
とともに、当地新潟においては、個人消費やインバウン
ド需要の回復などにより、地域経済が活性化する年と
なることを願っております。

昨年来、AI技術が急成長し、ビジネスの進め方が大
きく変わってきています。時代の変化をチャンスと捉え、
商業部会では、部会員の皆様のお役にたてるよう引き
続き時宣に適った部会活動を展開してまいります。

本年も何卒よろしくお願い申し上げます。

商業部会長　和田　晋弥

年頭のご挨拶

新年明けましておめでとうございます。
今年は新潟地震から60年、新潟県中越

地震、新潟・福島豪雨から20年の節目の年となります。
甚大な災害やコロナ感染の困難を乗り越え、安心・

安全な生活が形成されつつある今、近年頻発化・激甚
化する自然災害に対し防災・減災への取組を更に進め、
後世に引き継ぐ魅力ある新潟のまちづくりを推進してま
いります。

政令指定都市・新潟の空・港・鉄道の拠点性向上、
基幹道路の整備、「佐渡島の金山」の世界遺産登録・
周遊観光の整備を連携させ、国内外から多くの来訪者
が訪れ交流し喜びを感じていただけるように部会員一同、
努めてまいります。

本年もよろしくお願い申し上げます。

建設・不動産業部会長　本間　達郎

後世に引き継ぐまちづくりを

新年明けましておめでとうございます。
近年新潟の人口減少が加速しています。

日本という国全体が減少している中で地方都市の加速が
目につきます。何故、人が減るのか？様々な理由が複合
的に重なっていると思います。住みやすい、そして住みた
くなる街づくりのためには働く場所の選択肢を多くする、
子育てしやすい環境を整える、交通インフラの充実、観
光資源の最大活用、魅力ある街づくり、等々の課題が山
積です。工業部会として出来ることは皆さんが安心して働
ける魅力ある職場づくりです。各企業が健全な経営を行い、
各々の社業の発展が解決の太い柱になると信じています。

個人的には古町など新潟の中心市街地の活性化に寄
与し、魅力ある街づくりに繋げていきたいと考えています。

今年も新潟の発展を目指し、工業部会、新潟活性化
委員会の活動を頑張っていきたいと思っています。

本年もよろしくお願い申し上げます。

工業部会長　小田嶋　壽信

新潟の発展に向けて

新年あけましておめでとうございます。
昨年は３年余りに亘る新型ウイルス禍を

乗り越え、県内経済にも明るい兆しが見え始めました。
この流れをより確かなものとするために、持続可能な経
済社会の構築に向けた行動変革の重要性がより一層高
まっています。

政府も、新たなステージに移行する機会と捉え、活
発な設備投資やスタートアップの育成、人への投資促進、
更には資産運用立国の実現など、経済の好循環に向け
た取組を推し進めています。

私ども金融機関も、イノベーションに向けた県内企業
の皆さまへの多面的なご支援に積極的に取り組み、環境・
社会課題の解決と地域経済の更なる成長の両立を通じ
て、地域社会の持続的な発展に貢献してまいります。

本年も何卒よろしくお願い申し上げます。

金融業部会長　殖栗　道郎

年頭ご挨拶

商い未来研究所代表 笹井 清範 氏講演会の様子
（商業部会）

㈱ツインバードにて
（工業部会視察見学会）

特集1　部会長・委員長 年頭所感特集1　部会長・委員長 年頭所感（順不同・敬称略）（順不同・敬称略）
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新年あけましておめでとうございます。
昨年は新型コロナウイルス感染症の５類

移行に伴って、部会の活動もようやくコロナ前の形に戻
ることが出来ました。講演会や研修旅行にも多くの方々
から参加していただき、リアルでの活動が出来るように
なりました。

一方で原材料費や光熱費の高騰、さらには人件費の
上昇等、経営を取り巻く環境はより厳しくなっています。
各企業が持続的成長を実現する上でDXやSDGsへの
取組が重要になってきており、部会では今年もこうした
テーマをタイムリーに取り上げ、皆様との情報共有を通
して課題解決に取り組んでいきたいと思います。

今年は辰年です。昇り龍のように皆様にとって勢いよ
く活気に満ちた年になることをお祈りいたします。

情報・サービス業部会長　梅津　雅之

年頭のご挨拶

新年あけましておめでとうございます。
昨年は、輸送業界の2024年問題の影

響や今後の展開、新潟港湾の現状に関するセミナーを
開催したほか、新潟発の地域航空会社トキエアの航空機・
バックヤードを視察し、輸送業の先進事例や県内の現
状等について学びました。

輸送業界の喫緊の課題である時間外労働時間の上限
規制の開始が今年の４月１日に迫っており、トラックド
ライバー不足や労働環境の改善に向けた取組が急務と
なっています。当部会では引き続き、そうした輸送業界
の課題解決に資するような取組、さらには、環境にやさ
しい輸送や次世代の物流といった時流に沿ったテーマ
を取り上げ、部会活動を展開してまいりますので、本年
も何卒よろしくお願い申し上げます。

輸送業部会長　生田　雅祐樹

輸送業界の発展に向けて

新年明けましておめでとうございます。
昨年は、新型コロナウイルス感染症の第５

類への引き下げにより、観光需要は劇的な回復がみられ、
４～８月の県内の宿泊者数は前年比110.7%と大幅に増加し
ました。加えて、新潟空港発着の国際線は、台北・上海・
ソウルに続きハルビン線も本年１月15日より運航を再開する
などインバウンド需要にも更なる期待が持てる状況です。

一方で、観光業における人手不足や交通事業者における
いわゆる「2024年問題」など、取り組むべき課題は多いと
認識しております。

今年は佐渡島の金山の世界遺産正式登録が期待される
など、本県観光業にとって大きな節目の年となります。様々
な課題の解決の道を業界全体で探るとともに、他業界の皆
様のお知恵をお借りしながら、新潟の観光を盛り上げてま
いります。

本年もどうぞよろしくお願いいたします。

観光業部会長　星野　佳人

本県観光の節目の年に向けて

あけましておめでとうございます。
私は医療・福祉に関わる仕事をしており

ますが、2023年夏は猛暑の日が続き体調を崩す方が
激増して病院は満床に近くなりました。加えて新型コロ
ナウイルス等への対策に万全を期すことで職員一人当た
りの仕事量が増加したため人手を増やそうと募集しまし
たが、介護職を筆頭になかなか需要を満たすことがで
きません。

地球温暖化からくると思われる体調への影響、感染
症対策、人手不足。これらは教育・福祉・医療にとど
まらず社会一般に於いて最も今日的な問題であり既に
待ったなしの状況です。

真摯にこれらの問題に取り組んでいくために今年も皆
さんと共に研鑽を積みたいと思っております。宜しくお
願いいたします。

教育福祉医療部会長　渡邉　　毅

2024年　年頭に寄せて

新年あけましておめでとうございます。
昨年、女性会では長年待ち望んでおり

ました全国商工会議所女性会連合会「新潟全国大会」
を開催いたしました。全国各地から2,300名を超える女
性経営者が一堂に会した本大会は非常に実り多き大会
となり、おかげさまで成功裏に終了することができました。
ご協力をいただきました皆様方に改めて感謝申し上げま
す。また、全国大会と同日に「新潟県商工会議所女性
会連合会」を発足し、県内10の商工会議所女性会の
結束がますます強固なものとなりました。女性会は、新
潟全国大会での経験を糧として、今後も経営者同士の
友情と信頼の輪を広げ、高い志をもって地域社会に貢
献できるよう一層努めてまいります。本年も何卒よろし
くお願い申し上げます。

女性会会長　佐野　由香利

新年のご挨拶

第55回全国商工会議所女性会連合会新潟全国大会の様子（朱鷺メッセ）

特集1　部会特集1　部会長長・委員長 年頭所感・委員長 年頭所感（順不同・敬称略）（順不同・敬称略）
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新年あけましておめでとうございます。
新型コロナの感染拡大以降、運航停止

していた新潟空港の国際線は昨年５月以降、台北・上海・
ソウル線、今月にはハルビン線が再開となり、インバウ
ンドの本格回復が期待されるなど、人流の活性化が見
込まれることから、新潟の魅力ある食文化や観光資源を

「オール新潟」で世界に発信していく体制を構築してい
く必要があると感じております。

当委員会では、今年度、輸送業部会との合同で「物
流の2024年問題」と新潟港の現状を把握する勉強会
を開催しましたが、従前のテーマである県産品の輸出
拡大に加えて、港湾活性化を含めた県内物流の将来的
なビジョンも検討していきたいと思います。本年も何卒
よろしくお願いいたします。

国際貿易委員長　山本　義徳

人流・物流の国際拠点を目指して

新年あけましておめでとうございます。
当委員会は中小企業・小規模事業者の経営に直

接影響する税制改正や中小企業政策について議論し、提言を取りま
とめ、日本商工会議所を通じて政府や関係機関に要望しております。

昨年５月に新型コロナウイルス感染症が５類に移行し、経済
活動が回復基調に向かう一方で、円安の伸長やエネルギー・原
材料価格の高騰など中小企業・小規模事業者は厳しい経営環
境が続いております。令和５年度当委員会では、経営者が抱え
ている諸課題について調査し、その課題についての支援策の検
討や影響を最小限にとどめるべく要望書を取りまとめました。

令和６年度は、人手不足の深刻化や物価高騰など依然として
厳しさを増す中小企業・小規模事業者の経営環境が、少しでも
改善するための税制要望は勿論の事、事業継続・地方創生を後
押しする支援・政策の充実に向けた要望活動を推進して参ります。

地域経済の基盤である中小企業等の持続的な成長に向けて、
引き続き委員会活動に積極的に取り組んで参りますので、本年
も何卒宜しくお願いいたします。

企業経営委員長　木山　光

中小企業等の持続的な成長に向けて

新年あけましておめでとうございます。
当委員会の議論の中では、「会員拡大に向

けて商工会議所のメリットを如何にして広めるか」を良
く議論します。そこで気付くことは、「会議所には様々
業種にとってメリットがあるメニューが多く用意されてい
る」という事です。そのことが解れば多くの新規会員が
入会し、また、退会防止にも繋がるのではと考えていま
す（退会する会員は、会議所の活用方法が解っていな
い方が多いため）。そこで皆様にお願いです。この文章
を読んでいる方は商工会議所に理解があり、会議所の
メリットを伝播できる方であると思います。その知見を使っ
て、是非ともお一人一社の紹介と、退会の阻止にお力を
お貸しください。目標である会員5000社に向けて、皆
様のご協力を今年もお願い申し上げます。

パワーアップ5000推進委員長　若山　良夫

会員5000社に向けて

明けましておめでとうございます。
「住んでよし　訪れてよし　の新潟」、良

い響きです。
トキエアは、今年から本格的に羽ばたく様子、あら

ためて期待を寄せているところです。
新潟駅付近連続立体交差事業に伴う新潟駅周辺整備

の様子も見え始め、その他、新駅開設に向けた取組、
鳥屋野潟南部の大型商業施設誘致など、これらが各地
域の中心市街地の活性化に向け、どのようにリンクしてい
くのか、市内の人口流動にも注視していきたいところです。

新潟活性化委員会は、人口減少時代における住みやす
い新潟を意識して、より良い明日の新潟に向けた調査研
究を行い、議論をまとめ、提言に繋げたいと考えています。

会員の皆様には、ご厚誼を賜りますよう、宜しくお願
い申し上げます。

新潟活性化委員長　長谷川　克弥

明日の新潟「住んでよし　訪れてよしの新潟」に向けて2024

新型コロナウイルス感染症の分類も５類
に下がり、人々の交流も活発になり、明る

さが取り戻されてきています。しかしながら、我 を々取り
巻く環境はいよいよ厳しさを増すばかりだと思います。

人口減少からの人手不足。商いの現場に出現した新
しい業態や働き方の変化による人材不足。これらの苦
難に向かうために会員の皆様は、それぞれのお立場で
知恵を出し、手段を変えて挑んでおられます。商いは、
売る人と買う人、売る物と求める物が合致して喜びが生
まれます。

商工会議所はそんな出会いを作り出す場所であると
共に会員である商工業者が、楽しさや難しさを共有する
場所であると思います。新たな時代に向かっていける手
段や方策を提供できる委員会であろうと思います。今年
もよろしくお願いします。

総務委員長　吉田　徳治

明けましておめでとうございます。

特集1　部会特集1　部会長長・委員長 年頭所感・委員長 年頭所感（順不同・敬称略）（順不同・敬称略）

税制改正等に関する要望提出に向けて意見交換
（企業経営委員会）
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株式会社商工組合中央金庫新潟支店　支店長　
和久　大輔

これからの商工中金

新年あけましておめでとうございます。
昨年６月、「改正商工中金法」が成立しました。こ

れにより公布（2023.6.16）から２年以内に政府が保
有する商工中金株式は全て処分され、商工中金は組
合と中小企業の皆さまだけが株主の会社になります。

これからも中小企業のための金融機関という根幹
はかわりません。併せてこの目的が確実に果たされる
よう株主資格制限は維持し、また財政基盤や調達基
盤に係る制度も維持されています。引き続き危機対応
業務も実施しますのでセーフティネットの役割もこれ
までどおり果たすことが出来ます。中小企業を取巻く
環境は依然厳しいものがございますが、皆様には安
心してご愛顧頂ければと存じます。

NSGグループ　代表　
池田　祥護

活気に満ちた一年に

あけましておめでとうございます。
昨年５月、新型コロナウイルスの感染症法上の位置

づけが５類に移行し、３年あまり続いたコロナ禍が一
つの区切りを迎えました。社会経済活動が活発化し、
まちの賑わいも以前の様子に戻ってきました。

今年の干支は甲辰（きのえたつ）です。これまでの
努力が実を結び、活力が旺盛になる年になると言わ
れています。新潟が活気に満ち、発展への道を歩む
一年になるよう祈念いたします。NSGグループとして
も新潟の活性化に貢献するべく事業活動に励んでま
いります。本年もどうぞよろしくお願いいたします。

株式会社イタリア軒　代表取締役社長　
岡田　茂久

創業150周年

あけましておめでとうございます。
イタリア軒は本年、創業150周年を迎えます。これ

もひとえに多くの皆さまにご愛顧いただいたおかげで
ございます。イタリア人の創業者ピエトロ・ミリオーレ（ミ
オラ）が明治７年（1874年）に来県し、西洋料理店「イ
タリヤ軒」を開業いたしました。ホテルに形を変えた
現在も、多くの人が集う場として皆さまに親しまれて
参りました。本年は皆さまへの感謝の気持ちをお伝え
するイベントを企画しておりますので、ぜひお愉しみ
いただきたいと存じます。今後も益々のお引き立てを
お願い申し上げます。

株式会社キタック　代表取締役会長　
中山　輝也

紅人参茶と練り羊羹

二十年以上前のこと。技術協力をしていた韓国の同
業の経営者が、訳あって会社を売却してフリーになった。

それ以降毎年、私の誕生日に高価な紅人参茶の 
パック一年分が贈られてくる。

その紅人参茶を職場で一日二回、午前と午後に一
杯ずつ頂く。自分で言うのも何だが、これが習慣となっ
た為か、極めて健康だ。

お返しに、彼の誕生日には練り羊羹を贈っているが、
孫が祖父の誕生日を待ちどおしいという。

お互い高齢となり、こんなやり取りがいつまで続く
か知るよしもないので、日韓融和の進んだ今年こそ、
再会の機会を持ち、息災を確かめ合いたい。

北日本工芸株式会社　代表取締役　
北村　惇夫

今年は初夢が見られるか

まてよ。昨年は初夢を見たのかな？忘れてしまった
ようだ。今年はウキウキする夢だと良いが?!

昨年の新潟島、特に古町通り。老舗の閉店が続き
少し寂しかった。

どうだろう、この辺で土曜日、日曜日だけ新潟島
全域を駐車可能にしてはどうでしょうか。

これも夢の中のまた夢か？
何せ地方都市住民の足は車頼りの生活習慣のはず

では、ないですか。
馬鹿馬鹿しい独り言で目が覚めた。
今年もお引き立てよろしくお願いいたします。

株式会社たかだ　代表取締役社長　
髙田　政俊

おかげさまで70年

株式会社たかだは昨年、創立70周年を迎えました。

住宅資材卸売（建材、木材）、建設専門工事（内外装）、

観光旅館経営（角神温泉）を通じ今日まで新潟県内

10か所及び宮城県で営業を展開してきました。これか

らの住宅産業の大きな変化

と未来に向け新潟の住まい

つくり支援に鋭意邁進してま

いります。

特集２　当所役員・議員等からの新春寄稿特集２　当所役員・議員等からの新春寄稿（事業所名50音順・敬称略）（事業所名50音順・敬称略）
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新潟綜合警備保障株式会社　代表取締役社長　
廣田　幹人

年頭にあたり

新年あけましておめでとうございます。
謹んで、会員各位の益々のご隆盛を心よりお祈り申

し上げます。
昨年は、世界各地で紛争が勃発するなど、暗雲が

立ち込めました。産業界においても、原料、燃料の
高騰が続き、私達の生活を圧迫いたしました。

このような大きな課題に立ち向かうには、一人一人、
又は一つ一つの会社が、共助の精神をもって、お互い
の強みを出し合い、分断される事なく、スクラムを組
んで行く事が肝要かと思っております。

本年も、皆様と共に「前に」進んで参りたく存じます。
どうぞ宜しくお願い申し上げます。

新潟県信用保証協会　会長　
稲荷　善之

学校法人新潟青陵学園　理事長　
篠田　　昭

新ブランドを胸に 地域と共に、真のDX人材を育成

あけましておめでとうございます。
昨年５月、新型コロナウイルスの感染症法上の位置

づけが５類感染症に移行し、社会経済活動もコロナ
禍前に戻りつつあります。しかしながら、国際情勢や
円安の影響による物価上昇の圧力は未だ強く、依然
として中小企業にとって厳しい状況が続いています。

当協会は、中小企業の皆さまに寄り添う姿勢で金
融支援・経営支援に取り組み、新たなブランド「ともに、
その先へ。」を着実に実践してまいります。

本年も引き続きご協力を賜りますよう、よろしくお
願い申し上げます。

いま、日本の最大課題ともいうべき「少子化」はコ
ロナ禍の影響もあり、さらに厳しくなりますが、それ
だけに一人ひとりの人材を大切に育てていくことが重
要です。120年余の歴史を刻んできた青陵学園は「暮
らしの質を高めることに役立つ人材」の育成が大きな
使命です。これまで看護や福祉・介護、育児などの
分野で「地域に有用な、温かな人材」を送ってきました。
今後は新潟のビジネス最前線の方たちと組んで、AI
やロボットを使いこなし、明日の社会をデザインする
真のDX人材も育てていきます。今年もよろしくお願
いします。

新潟中央水産市場株式会社　代表取締役　
藤田　　普

新潟の魚をもっとメジャーに

築地場外に出店して数年が経過しました。この３月
には築地中央卸売市場跡地の再開発の方向が決まり
ます。特大なアリーナも建設されそうです。

出店当時「新潟の魚って知らない」といった築地の
人達の言葉に愕然としたものでした。「新潟の魚はお
いしい」なんて旅行者のリップサービスと、それを真
に受けた新潟の根性よし市民の自己満足言葉だったよ
うです。

県庁の会議室内での議論でブランド化が進むもの
とは思えません。

今年は行政のご支援をしっかりいただきながら生産
者とのコミュニケーションをしっかりとって新潟のブラ
ンド魚と言えるものを育てていきたいと思います。

株式会社テレビ新潟放送網　代表取締役社長　
正力　源一郎

新春に想う

新年あけましておめでとうございます。
昨年６月、ご縁あって新潟にまいりまして、初めて

の正月です。新潟は、皆様には当たり前なことかも知
れませんが、食の宝庫であり、生活もし易く、ポテンシャ
ルの高い地域です。ただ、県外の方々には強く認識さ
れていないのではないでしょうか。私共は民間放送局
として、県内向けに様々なニュース・情報番組と娯楽
番組をお届けしていますが、この新潟のポテンシャル
を県外の方々にも知っていただけるような情報発信に
も積極的に取り組んで行きたいと考えています。

本年もよろしくお願いいたします。

新潟医療福祉大学学長　
西澤　正豊

2024年の新春を迎えて

皆様、明けましておめでとうございます。
新潟医療福祉大学は、人材育成機関と高度な研究

機関としての役割を果たすとともに、地域の課題解決
とイノベーション創生にも資する魅力ある大学、「地域
の中核となる大学」を目指しています。このため、学
内には社会連携センターとボランティアセンターを整
備し、地域のニーズに応えられる体制を強化しました。
また、新潟市北区と2010年に締結した包括連携協定
をさらに充実させることにより、今後も地域社会に貢
献して参ります。

本年もどうぞよろしくお願いいたします。

特集２　当所役員・議員等からの新春寄稿特集２　当所役員・議員等からの新春寄稿（事業所名50音順・敬称略）（事業所名50音順・敬称略）
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日本銀行新潟支店 支店長
小林　　俊

新潟県の魅力の発揮

新年あけましておめでとうございます。
一昨年５月の着任以来、県内各地に足を運び、新

潟の魅力を一つまた一つと体感してきました。昨年は、
長岡、柏崎、小千谷などの花火大会や新潟まつりな
ど各種イベントに参加し、感染禍以前の賑わいを取り
戻し、新潟県の本来の魅力が存分に発揮されている
姿を拝見し、とても心強く感じた次第です。

新潟県の様々な魅力を発信し、交流人口の増加に
つなげていくことが大事です。引き続き新潟で、様々
なイベントに立ち会えることを幸せに感じています。
本年も宜しくお願いいたします。

特集３　“当たり年” 辰年の皆様からの年頭寄稿特集３　“当たり年” 辰年の皆様からの年頭寄稿（事業所名50音順・敬称略）（事業所名50音順・敬称略）

節目の年
新日本海フェリー株式会社　執行役員　新潟支店長

笠原　　力
あけましておめでとうございます。
弊社は６月に新潟航路就航50周年と苫小牧航路就航25周年のＷ

での節目の年を迎えます。紆余曲折を繰り返しながらも地域の皆様を
はじめ、多くの方々からのご支援によるものと心より感謝申し上げます。
５回目の当たり年にＷの就航の節目の年が重なるのは、運命を感じ
今年も良い年になるだろうと根拠のない期待に呑気に浸っています。
結びに本年も会員企業の皆様のご繁栄とご健勝を心より祈念申

し上げます。

日々の積み重ね
� 新潟交通株式会社　代表取締役社長　

星野　佳人
2023年はWBC、サッカー、バスケ、ラグビーのＷ

杯とまさに日本スポーツ界の当たり年。自粛生活か
らの解放も相まってスポーツの熱狂を実感するととも
に、大舞台でも普段の力を発揮する選手達を見て、
日々の地道な努力の積み重ねがいかに大切かを痛感
させられた１年になりました。改めてこのことを心に
刻み、５回目の年男を迎えたいと思います。

当たり年を迎えて思うこと
� 三菱ガス化学株式会社　執行役員　新潟工場長　

橋本　晃男
５回目の当たり年、ついに還暦の年を迎えた。体力・
健康維持に努めてきたつもりも、残念ながら加齢に
は抗らえず、身体のスペックは12年前より着実に低下
（特に老眼がツライ…）。しかし、気持ちのスペック
は維持し続けて、これからもいろいろなことにチャレ
ンジし、新たな経験を楽しんでいきたい。

今日此の頃想うこと
� 東邦産業株式会社　代表取締役会長　

五十嵐　祐司
多くの方々に生かされてきたなぁと心から感謝して
います。
人生の過半が昭和であった最後の年代、そしてデ
ジタル社会から落ち零れつつあるアナログ世代です。
AIの時代の行く末に一抹の不安を覚えながらも、未
来がいい（好→良→善）加減な社会でありますように
と願っています。

特集２　当所役員・議員等からの新春寄稿特集２　当所役員・議員等からの新春寄稿（事業所名50音順・敬称略）（事業所名50音順・敬称略）
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洋

	

新
潟
綜
合
警
備
保
障
株
式
会
社

　

代
表
取
締
役
社
長

廣
田　

幹
人

	

新
潟
中
央
水
産
市
場
株
式
会
社

　

代
表
取
締
役

藤
田　
　

普

	

新
潟
中
央
青
果
株
式
会
社

　

代
表
取
締
役
社
長

大
澤　

厚
志

	

株
式
会
社　

新
潟
テ
レ
ビ
21

　

代
表
取
締
役
社
長

桒
原　

美
樹

	

株
式
会
社　

新
潟
日
報
社

代
表
取
締
役

会　
　
　

長　

小
田　

敏
三

代
表
取
締
役

社　
　
　

長　

佐
藤　
　

明

	

株
式
会
社　

新
潟
博
報
堂

　

代
表
取
締
役
社
長

馬
場　
　

工
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新 潟 商 工 会 議 所
常
務
理
事

能
登
谷　

巌

専
務
理
事

早
福　
　

弘

副
会
頭

田
中　

孝
佳

副
会
頭

廣
田　

幹
人

副
会
頭

霜
鳥　

雅
徳

副
会
頭

南
波　

秀
憲

会　
　

頭
福
田　

勝
之

新年紙上名刺交換（事業所名50音順） 賀正
新
潟
万
代
島
ビ
ル
デ
ィ
ン
グ
株
式
会
社

　

代
表
取
締
役
社
長

太
田　

周
二

	

 

株
式
会
社
新
潟
ビ
ル
サ
ー
ビ
ス

　

 

代
表
取
締
役

鈴
木　

英
介

	

株
式
会
社　

新
潟
フ
ジ
カ
ラ
ー

　

代
表
取
締
役
社
長

村
山　

利
家

	

株
式
会
社
新
潟
藤
田
組

　

代
表
取
締
役
社
長

藤
田　

直
也

	

新
潟
プ
レ
ハ
ブ
工
業
株
式
会
社

　

代
表
取
締
役

河
端　

信
雄

	

株
式
会
社
新
潟
三
越
伊
勢
丹

　

代
表
取
締
役
社
長

牧
野　

伸
喜

	

新
潟
冷
蔵
株
式
会
社

代
表
取
締
役

会　
　
　

長　

坪
川　
　

篤

代
表
取
締
役

社　
　
　

長　

風
間　

宏
一

	

日
産
プ
リ
ン
ス
新
潟
販
売
株
式
会
社

　

代
表
取
締
役
社
長

町
田　

一
越

	

日
本
政
策
金
融
公
庫

　

新
潟
支
店
長

野
見
山　

智

	

日
本
通
運
株
式
会
社

　

新
潟
支
店
長

生
田
雅
祐
樹

	

日
本
海
エ
ル
・
エ
ヌ
・
ジ
ー
株
式
会
社

　

取
締
役
社
長

江
波　

恒
夫

	

ハ
セ
ガ
ワ
化
成
工
業
株
式
会
社

　

代
表
取
締
役

長
谷
川
克
弥

	

株
式
会
社　

ハ 

ヤ 
マ

　

代
表
取
締
役
社
長

早
山　

康
弘

	

　

執
行
役
員
新
潟
支
社
長

白
山　

弘
子

	

株
式
会
社　

Ｂ
Ｓ
Ｎ
ア
イ
ネ
ッ
ト

代
表
取
締
役

会　
　
　

長　

梅
津　

雅
之

代
表
取
締
役

社　
　
　

長　

南
雲　

俊
介

	

株
式
会
社
Ｂ
Ｂ
Ｓ
新
潟

代
表
取
締
役　

栗
山　

靖
子

取　

締　

役　

木
村
由
紀
子

	

代
表
取
締
役

会　
　
　

長　

福
田　

勝
之

代
表
取
締
役

社　
　
　

長　

荒
明　

正
紀

	

福
田
石
材
株
式
会
社

　

代
表
取
締
役
社
長

中
野　

智
之

	

　

代
表
取
締
役
社
長

海
野　

正
美

	

藤
木
鉄
工
株
式
会
社

　

代
表
取
締
役
社
長

小
林　

輝
昭

	

株
式
会
社　

フ
ジ
・
ク
リ
エ
イ
テ
ィ
ブ
セ
ン
タ
ー

代
表
取
締
役

会　
　
　

長　

関
口　

一
栄

代
表
取
締
役

社　
　
　

長　

関
口
健
之
介

	

　

代
表
取
締
役
社
長

今
井　

幹
太

	

社
会
保
険
労
務
士
法
人
ふ
じ
た
事
務
所

　

代
表
社
員

藤
田　

英
樹

	

株
式
会
社　

文
武
堂

　

代
表
取
締
役

小
島　

和
也

	

　

代
表
取
締
役

石
川　

治
壱

	

北
越
コ
ー
ポ
レ
ー
シ
ョ
ン
株
式
会
社

代
表
取
締
役

社
長
Ｃ
Ｅ
Ｏ　

岸
本　

晢
夫

取　

締　

役

新
潟
工
場
長　

石
塚　
　

豊

	

株
式
会
社　

北
越
農
林

　

代
表
取
締
役

志
田　

常
弘

	

北
陸
ガ
ス
株
式
会
社

代
表
取
締
役

会　
　
　

長　

敦
井　

榮
一

代
表
取
締
役

社　
　
　

長　

敦
井　

一
友

	

　

相
談
役

霜
鳥　

雅
徳

	

株
式
会
社　

ホ
テ
ル
オ
ー
ク
ラ
新
潟

　

代
表
取
締
役
社
長 

総
支
配
人

宮
崎　
　

誠

	

ホ
テ
ル
朱
鷺
メ
ッ
セ
株
式
会
社

ホ
テ
ル
日
航
新
潟

　

代
表
取
締
役
社
長

栗
山　

敏
昭

	

代
表
取
締
役

社　
　
　

長　

本
間　

達
郎

相　

談　

役　

本
間　

剛
三

	

丸
運
建
設
株
式
会
社

代
表
取
締
役

会　
　
　

長　

佐
藤　

朋
弥

代
表
取
締
役

社　
　
　

長　

野
澤　
　

勝

	

株
式
会
社　

丸　

北

　

代
表
取
締
役
社
長

北
川　

栄
資

	

株
式
会
社　

丸
正
産
業

　

代
表
取
締
役
社
長

津
吉　

孝
司

	

株
式
会
社　

マ
ン
パ
ワ
ー

　

代
表
取
締
役
社
長

早
福　

孝
憲

	

水
島
鉄
工
株
式
会
社

代
表
取
締
役

会　
　
　

長　

水
島　

雅
晴

代
表
取
締
役

社　
　
　

長　

南　
　

秀
樹

	

三
菱
ガ
ス
化
学
株
式
会
社
新
潟
工
場

　

執
行
役
員
工
場
長

橋
本　

晃
男

	

株
式
会
社
　
村
尾
技
建

　

代
表
取
締
役
社
長

村
尾　

治
祐

	

税
理
士
法
人　

八
木
税
務
経
理
事
務
所

税　

理　

士　

八
木　

良
三

所　
　
　

長

税　

理　

士　

八
木　

慶
太

	

株
式
会
社　

ユ
ア
テ
ッ
ク
新
潟
支
社

　

専
務
執
行
役
員
支
社
長

長
谷
川
久
晃

	

株
式
会
社　

菱
電
社

　

代
表
取
締
役
社
長

岡
村　

健
吉

	

株
式
会
社　

リ
ン
コ
ー
コ
ー
ポ
レ
ー
シ
ョ
ン

取

締

役

会　
　
　

長　

南
波　

秀
憲

代
表
取
締
役

社　
　
　

長　

本
間　

常
悌

	

株
式
会
社　

和
田
商
会

　

取
締
役
社
長

和
田　

晋
弥
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新潟市中央区西堀通6-878-1 西堀７番館ビル３Ｆ
電話（025）201-6113　https://www.nipy.jp/

公益財団法人
新潟市勤労者福祉サービスセンター

新潟市が出資している法人です。
従業員１人当たり月800円で、充実した福利厚生を実現 ！

主な事業：慶弔給付、
　　　　　健康維持増進、
　　　　　自己啓発援助、
　　　　　余暇活動援助ほか

詳しいサービス内容はインターネットで

ニピイ 検索

会員募集中！

会社の福利厚生を応援します

信頼される技術集団として、
社会やお客様と価値共創型企業をめざします。

地域課題解決 IT・ICT

株式会社BSNアイネット 〒950-0916 Tel : 025-243-0211新潟県新潟市中央区米山2-5-1

新潟市中央区学校町通2番町598番地32

https://guts-rentacar.com/
新潟市中央区明石 1-2-10 コーポ明石１F
ＴＥＬ：025-256-8520  ＦＡＸ：025-256-8325

新潟駅前店

ガッツレンタカー

買うより借りる
ガッツでしょ！

メンテナンス不要・保険付き・税込
, 0円～8,580円～１週間 2 , 0円～27,280円～１ヶ月

2,20024
間
時

円～円～

2ドア軽自動車地域最安値

新潟支店 新潟中央支社
新潟市中央区万代

商工会議所保険制度 担当保険会社

URL https://www.dip.co.jp/

2024年1月1日より、株式会社第一印刷所は、
「株式会社DI Palette」（ディーアイパレット）に
社名（商号）を変更しました。
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社内、各部署でご回覧ください。
〒950-8711
新潟市中央区万代島5番1号万代島ビル7階
TEL 025-290-4411㈹　FAX 025-290-4421
URL https://www.niigata-cci.or.jp
E-mail office@niigata-cci.or.jp ㈹

新潟商工
会　議　所

〒950-3125
新潟市北区松浜本町4-7-24 
北新潟商工会館内
TEL 025-258-3841
E-mail kita@niigata-cci.or.jp

北 新 潟
支　　所

〒951-8068
新潟市中央区上大川前通7番町1169
新潟国際情報大学新潟中央キャンパス3階
TEL 025-223-6272　FAX 025-229-1788
E-mail tmo@niigata-cci.or.jp

まちづくり
支 援 課

新
潟
商
工
会
議
所
会
報
　
2024年

1月５
日
発
行

商工会議所　今後の予定
１月15日▶▶▶２月14日

新潟商工会議所　新会員交流会のご案内
　新会員の皆様が集う交流会を開催いたします。異業種の会員の皆様との交流の輪を広げ、ビ
ジネスチャンスにお役立てください!!
【日　　　時】令和６年３月15日（金）18：00～20：00
【会　　　場】ホテル イタリア軒　５階 トリノ
【参加対象者】令和４年度、令和５年度入会の会員事業所様
【参　加　費】無料　（ご参加は各事業所１名様に限ります。定員50名）
【内　　　容】〈第１部〉「意外に知らない商工会議所、実は身近なパートナー

～5000会員の達成に向けて～」
　　　　　　　　　　　講師：当所パワーアップ5000推進委員会 委員長

東北塗装工業株式会社　代表取締役　若山　良夫　氏
　　　　　　 〈第２部〉交流会（名刺交換、懇親会）

※イタリア軒のお食事・各種飲物をご用意しております。
【お申込方法】
下記URLもしくは右記QRより必要事項をご入力の上、お申し込みください。
https://www.niigata-cci.net/formsys/public/form/667

【お 問 合 せ】会員サービス課　TEL：025-290-4209（直通）

新規会員のご紹介をいただいた会員の皆様には、ご紹介いただいた事業所が加入した場合、
年度を通算して新潟市・佐渡市共通商品券を贈呈いたします！
※ご紹介元は会員の方に限らせていただきます。
①紹介件数１件から４件までは１件につき1,000円
　紹介件数４件を超える分は、１件につき2,000円
②紹介件数上位５社（会員紹介事業所３社以上に限る）に会頭感謝状を
進呈します。

【お問合せ】会員サービス課　TEL：025-290-4209（直通）

会員紹介の
ご連絡は
こちらから

インフォメーション
商工会議所からのお知らせ

上記予定は変更となる場合が
ございます。

私たちは佐渡金銀山の世界遺産登録を応援しています！

１月１月
15 月

16 火
社労士によるセミナー
無料専門家相談（事業承継）

17 水 無料専門家相談（金融）
18 木
19 金
20 土
21 日

22 月 常議員会
新潟活性化委員会

23 火
24 水
25 木 無料専門家相談（法律）
26 金
27 土 簿記検定（ネット試験）
28 日
29 月
30 火
31 水
２月２月
1 木
2 金
3 土
4 日
5 月

6 火
無料専門家相談（税務）
工業部会

7 水
8 木 無料専門家相談（法律）
9 金
10 土 簿記検定（ネット試験）
11 日 珠算検定
12 月
13 火 無料専門家相談（海外取引）
14 水 無料専門家相談（労務）

インスタグラムキャンペーン
新潟観光コンベンション協会公式アカウントをフォロー＆「＃にいがたフォトコン2024」の
タグをつけて観光写真を投稿するだけ！

③フォロワーの中から抽選で
10名様に新潟市特産品約
２～3,000円相当をプレゼ
ント※投稿は何回でもOK!

①協会アカウント
をフォロー

②写真を撮影して投稿

＃にいがた
フォトコン
2024

【賞】
新潟市長賞（１点） ５万円

新潟商工会議所会頭賞（１点） ３万円
新潟観光コンベンション協会 

理事長賞（１点） ３万円

優秀賞（１点） １万円
特別賞（協賛各社）（５点）

新潟フジカラー賞、
ANA賞、JR東日本新潟支社賞、
信濃川ウォーターシャトル賞、

新潟ふるさと村賞

協賛社商品

入選（20点程度） 市共通商品券
３千円

【対象】
どなたでも（プロ・アマ問わず）
【応募】
応募方法はプリント・データどちらでもOK
・WEB・プリント合わせて１人５点まで。
※合計５点以上ご応募の方は審査対象外となります。
・プリント応募：締切日までに応募先必着。
・WEB応募：締切日の23時59分まで。

１点18MBまで。

応募方法など詳しくは新潟市公式観光
情報サイト「旅のしおり」内特設ペー
ジをご覧ください。
（URL：https://www.nvcb.or.jp/photocontest）

お問い合わせ
（公財）新潟観光コンベンション協会
（☎025-223-8181）

特設ページ

コンクール概要

第72回新潟市観光写真コンクール＆インスタグラムキャンペーン
　当コンクールでは、新潟市の観光資源の発掘や魅力発信を目的として作品
を募集しております。
　あなたが伝えたい新潟市内の観光スポット・風景・イベントの様子の写真
をお送りください。また、インスタグラムキャンペーンも併せて開催！皆さ
まからのご応募お待ちしております！
テーマ「伝えたい！とっておきの新潟市」

募集
期間

令和６年１月31日（水）まで
（結果発表　令和６年３月予定）
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